




25th July  2021 3

た。警官に「こんにちは」とあいさつし
たせいで外国人とわかり、すぐ「外登
を見せてください」と言われました。忘
れられないのは、数人の警官に囲ま
れ、寮までついてこられた恐ろしい経
験です。その時、会館の職員が駆け
つけて助けてくれて、そこで初めて

「外登」を持つ外国人と持っていない
日本人の差がいかに大きいかわかりま
した。私はこの出来事があってから、
日本の在日韓国・朝鮮人が長い間、
指紋押捺問題での戦いとそこで受け
た差別に関心をもつようになりました。

アジア文化会館の創立者である故
穂積五一先生は戦後、日本の外交姿
勢が欧米にばかり目を向けるのでは、
日本とアジアの関係がよくならないと
心配したそうです。先生は「アジア」に
重心を置いて、留学生と日本人学生
の交流を推進しました。

「歴史認識」の違い
留学中、私が日本人と話す時に口

が重くなったのは戦争のことです。戦
争を経験した祖母はもともと私の日本
留学に強く反対していました。留学を
決めた時、日本はどのように変わった
のか、祖母に伝えたいと思いました。

ある日、日本人学生と第二次大戦
中に日本軍が侵略したシンガポールの

▲中国山西省盂県の村、進圭社

歴史について話しました。彼は「シン
ガポールの教科書は、イギリスの植
民地時代より、日本軍の侵略を強調
して書き過ぎている」と主張していまし
た。その後、私は日本の教科書を開
いてびっくりしました。シンガポールで
は72頁に及ぶ日本の侵略の歴史が、
日本の歴史教科書にはたったの２行し
かありませんでした。今、日韓および
日中の間での歴史問題を考えるといつ
もこのことを思い出します。日本の「歴
史認識」がアジア諸国との間で、溝が
なかなか埋まらないのは、このせいに
違いありません。
「日本とアジアの関係」は大学卒業

後も私の大事なテーマです。再び日
本に戻ったのは1995年で、村山富市
氏の「戦後50年」談話のときでした。
戦後賠償の話題が盛り上がっている
中、仕事の合間に数人の日本人女性
ジャーナリストたちと慰安婦の証言を
集める活動をしました。中国や韓国、
東南アジアなどの取材活動を続け、
証言ビデオを作りました。その時、私
は初めて心を開いて日本の方 と々本当
の交流ができました。

アジアの平和を守るために
1998年、私は慰安婦の証言を撮影

するため、賠償裁判の日本人支援者
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たちと中国山西省の盂県の村に行きま
した。戦争中侵略された村人は私た
ちの前で、「もしもし」、「かいるかいる」
と言いました。最初、私は電話の「も
しもし」をまねたのだと思いました。し
かし、よく聞くとそれは日本軍が侵攻
中に残した言葉だとわかりました。兵
士が民家に入って、「飯（めし）」を食
べにきたと言い、去っていくときには

「帰る（かえる）」と言ったからです。村
人は戦時中に聞いた日本語を何十年
たっても忘れず、世代間で伝えていま
す。その話を一緒にいた日本人の仲
間に伝えたところ、彼女たちは悲しげ
に見えました。しかし、村人は目の前
の日本人には、「村の歴史を勉強に来
たのですね」と握手で歓迎してくれま
した。

私は、戦後の日本は歴史に目をつ
むるのではなく、むしろギャップを埋
めるために留学生と積極的にアジアの
歴史を語り合うべきだと思います。ア
ジアの平和とアジアならではの価値観
を築くことは、本来すべてのアジアの
国々がしなければならないことです。
日本留学にはそのような役割があると
思います。それを目標に、関係者たち
が頑張れば、きっと多くのアジアから
の留学生は日本への留学経験が一生
の宝物になるでしょう。

      












